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昔
か
ら
基
地
と
共
存
し
て
き
た
佐
世
保
に
お
い
て
、

米
国
と
の
関
係
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
最
近
の

米
国
の
動
き
方
と
し
て
は
、
２
０
１
７
年
１
月
か
ら
２
０

２
１
年
１
月
ま
で
の
４
年
間
に
わ
た
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
在
任
期
間
中
に
お
い
て
は
、
国
際
テ
ロ
組
織
に
対
す
る

軍
事
作
戦
に
進
展
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
政
治
・
経
済
・

軍
事
に
わ
た
る
世
界
的
な
競
争
が
よ
り
一
層
顕
在
化
し
て

き
た
。
こ
う
し
た
新
た
な
安
全
保
障
環
境
の
も
と
、
ト

ラ
ン
プ
前
政
権
は
、「
米
国
第
一
」
の
方
針
や
力
が
中
心

的
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
現
実
主
義
的
な
考
え
方
に

基
づ
き
、
米
国
の
世
界
へ
の
関
わ
り
方
を
こ
れ
ま
で
の
も

の
か
ら
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
前
政
権
は
、
安
全
保
障
・
国
防
の
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
戦
略
文
書
に
お
い
て
、
中
国
及
び
ロ
シ
ア

を
修
正
主
義
勢
力
と
位
置
づ
け
、
両
国
と
の
戦
略
的
競

争
を
重
視
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

同
政
権
は
、
特
に
中
国
を
抑
止
す
る
た
め
と
し
て
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
を
最
重
視
す
る
姿
勢

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
前
方
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維

持
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
中
国
に
対
し
て
は
、
米

艦
艇
に
よ
る
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
「
航
行
の
自
由
作
戦
」

や
台
湾
海
峡
通
過
を
繰
り
返
し
実
施
し
た
ほ
か
、
軍
事

転
用
の
お
そ
れ
も
あ
る
技
術
分
野
の
競
争
力
確
保
や
技

術
窃
取
防
止
を
意
図
し
た
措
置
も
強
化
す
る
な
ど
、
対

中
抑
止
の
姿
勢
を
強
め
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス

強
化
を
め
ぐ
る
動
き
と
し
て
、
米
軍
は
、
2
0
1
7
年

1
月
に
海
兵
隊
仕
様
の
F‐35
B
戦
闘
機
を
岩
国
基
地
に

配
備
し
た
ほ
か
、
2
0
1
9
年
12
月
に
は
、
強
襲
揚
陸

艦
「
ワ
ス
プ
」
に
代
わ
り
、
F‐35
B
戦
闘
機
を
含
む
艦

載
機
の
運
用
能
力
を
強
化
し
た
強
襲
揚
陸
艦
「
ア
メ
リ

カ
」
を
佐
世
保
に
配
備
す
る
と
と
も
に
、
ド
ッ
ク
型
輸

送
揚
陸
艦
「
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
」
を
佐
世
保
に
追
加
配
備

し
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
つ
い
て
は
、
米
国
を
最
も
重
要

な
同
盟
国
と
み
な
し
、
北
米
航
空
宇
宙
防
衛
司
令
部

（
N
O
R
A
D
）
や
N
A
T
O
の
創
設
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ

と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
、
記
述
す
る
。　

　

カ
ナ
ダ
国
防
省
は
2
0
1
7
年
6
月
、
約
9
年
ぶ
り

と
な
る
国
防
政
策
文
書
を
発
表
し
た
。
本
文
書
で
は
、

米
国
は
今
も
唯
一
の
超
大
国
で
あ
る
一
方
、
国
際
的
影

響
力
を
増
し
つ
つ
あ
る
中
国
や
、
現
行
の
安
全
保
障
環

境
を
試
そ
う
と
す
る
意
図
を
持
つ
ロ
シ
ア
な
ど
と
の
間
で

大
国
間
競
争
が
復
活
し
、
再
び
抑
止
力
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
安
全

保
障
環
境
の
認
識
の
も
と
、
国
土
と
北
米
地
域
の
安
全

を
国
防
政
策
の
基
本
に
据
え
る
と
と
も
に
、
世
界
の
安

定
が
自
国
の
国
防
に
直
結
し
て
い
る
と
の
考
え
か
ら
、
積

極
的
な
国
際
貢
献
も
国
防
政
策
の
基
本
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
は
2
0
1
9
年
9
月
、
北

極
地
域
に
関
す
る
政
策
枠
組
み
を
発
表
し
、
同
地
域
の

戦
略
的
、
軍
事
的
、
経
済
的
な
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
と
の
認
識
を
示
し
た
う
え
で
、
同
地
域
で
の
軍
事
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
強
化
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　

カ
ナ
ダ
は
前
述
の
国
防
政
策
文
書
に
お
い
て
自
国
を
太

平
洋
国
家
と
し
て
位
置
づ
け
、
領
土
問
題
や
朝
鮮
半
島

情
勢
な
ど
の
安
全
保
障
課
題
に
関
す
る
戦
略
的
対
話
な

ど
を
通
じ
て
地
域
に
関
与
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

高
官
の
訪
問
や
演
習
へ
の
参
加
を
通
じ
て
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

維
持
し
、
地
域
で
の
課
題
に
対
し
て
、
米
国
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
協
力
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
諸
国
、
特
に
中
国
と
の
関
係
強
化
を
追
求

す
る
と
と
も
に
、
A
S
E
A
N
諸
国
と
の
関
係
強
化
を

追
求
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
へ
の
関

与
の
一
環
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
は
2
0
1
8
年
4
月
か
ら

北
朝
鮮
籍
船
舶
の
「
瀬
取
り
」
含
む
違
法
な
海
上
活
動

に
対
す
る
警
戒
監
視
活
動
を
実
施
4
し
て
い
る
。
今
後

も
カ
ナ
ダ
に
よ
る
同
地
域
へ
の
関
与
の
動
向
が
注
目
さ
れ

る
。

　

２
０
２
０
年
１０
月
、
対
北
朝
鮮
制
裁
履
行
活
動
の
た

め
佐
世
保
か
ら
カ
ナ
ダ
海
軍
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦「
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
」

が
出
航
し
た
。

■
防
衛
関
係
費
の
概
要

　

防
衛
関
係
費
は
、隊
員
の
給
与
や
食
事
の
た
め
の
「
人
件
・
糧
食
費
」
と
、

装
備
品
の
修
理
・
整
備
、
油
の
購
入
、
隊
員
の
教
育
訓
練
、
装
備
品
の
調

達
な
ど
の
た
め
の
「
物
件
費
」
と
に
大
別
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
物
件
費
は
、

過
去
の
年
度
の
契
約
に
基
づ
き
支
払
わ
れ
る
「
歳
出
化
経
費
」
と
、
そ
の

年
度
の
契
約
に
基
づ
き
支
払
わ
れ
る
「
一
般
物
件
費
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。

物
件
費
は
「
事
業
費
」
と
も
呼
ば
れ
、一
般
物
件
費
は
装
備
品
の
修
理
費
、

隊
員
の
教
育
訓
練
費
、
油
の
購
入
費
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
活
動

経
費
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
防
衛
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
分
類
の
仕
方
を
経

費
別
分
類
と
呼
ん
で
い
る
。
歳
出
予
算
で
見
た
防
衛
関
係
費
は
、
人
件
・

糧
食
費
と
歳
出
化
経
費
と
い
う
義
務
的
性
質
を
有
す
る
経
費
が
全
体
の
８

割
を
占
め
て
お
り
、
残
り
の
２
割
に
つ
い
て
も
、
装
備
品
の
修
理
費
や
基
地

対
策
経
費
な
ど
の
維
持
管
理
的
な
性
格
の
経
費
の
割
合
が
高
い
。こ
の
た
め
、

歳
出
予
算
で
見
た
場
合
、
単
年
度
で
そ
の
内
訳
を
大
き
く
変
更
す
る
こ
と

は
難
し
い
側
面
が
あ
る
。

■
自
衛
隊
病
院
の
拠
点
化
・
高
機
能
化

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
防
衛
省
・
自
衛
隊

の
取
組
と
し
て
、
自
衛
隊
病
院
や
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
に
お
い
て
は
、

２
０
２
０
年
２
月
１
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
自
衛
隊
中
央
病
院
の
ほ
か
札
幌
、
三
沢
、
仙
台
、

横
須
賀
、
富
士
、
阪
神
、
福
岡
、
佐
世
保
、
熊
本
、
別
府
、
那
覇
の
各

自
衛
隊
地
区
病
院
及
び
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
に
お
い
て
、
１
７
０
８
名
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を
受
け
入
れ
た
（
２
０
２
１
年
３
月
３１

日
時
点
）。
特
に
自
衛
隊
中
央
病
院
及
び
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
は
、各
々

東
京
都
、
埼
玉
県
か
ら
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
4
（
厚
生
労
働

大
臣
の
定
め
る
基
準
に
適
合
し
、一
類
感
染
症
5
に
対
応
で
き
る
陰
圧
室
等

を
兼
ね
備
え
た
病
床
を
各
々
2
床
保
有
）
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
患
者

数
の
増
加
に
対
応
し
患
者
の
受
入
れ
を
一
般
病
床
ま
で
拡
大
し
た
。 

ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
加
速
す
る
た
め
、
自
衛

隊
は
、
２
０
２
１
年
５
月
２４
日
以
降
、
東
京
及
び
大
阪
に
お
い
て
自
衛
隊
大

規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
を
設
置
・
運
営
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
た
。

第
２
章　
諸
外
国
の
防
衛
政
策
な
ど

第
４
章　
防
衛
力
整
備
な
ど

■
米
国

■
カ
ナ
ダ

２０２１（令和３）年版「防衛白書」（抜粋）２０２１（令和３）年版「防衛白書」（抜粋）２０２１（令和３）年版「防衛白書」（抜粋）２０２１（令和３）年版「防衛白書」（抜粋）

第
Ⅱ
部　

わ
が
国
の
安
全
保
障
・
防
衛
政
策

第
Ⅳ
部　

防
衛
力
を
構
成
す
る
中
心
的
な
要
素
な
ど
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2016年　空自第9航空団新編（那覇）
2017年　空自南西航空方面隊新編（那覇）
2017年　空自南西航空警戒管制団新編（那覇）

2019年　陸自宮古警備隊新編（宮古島）
2020年　陸自第7高射特科群移駐（宮古島）
2020年　陸自第302地対艦ミサイル中隊新編（宮古島）

2019年　陸自奄美警備隊新編（奄美）

2016年　陸自与那国沿岸監視隊新編（与那国）

2020年　空自警戒航空団新編（浜松）

2020年　陸自輸送航空隊（V-22）暫定配備（木更津）

2018年　陸自水陸機動団新編（相浦）

陸自部隊 海自部隊 空自部隊
【凡例】

与那国島

尖閣諸島

石垣島
宮古島

久米島
沖縄本島

沖永良部島

奄美大島

（2021年4月1日現在）

（図表等は令和3年版「防衛白書」より転載）
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2 3（年度）平成 27 28 29 令和元302625242322212019

（注1）上記の計数は、SACO関係経費、米軍再編関係経費のうち地元負担軽減分、新たな政府専用機導入に伴う経費及び防災・減災、国土強靭化のた
めの3か年緊急対策にかかる経費を含まない。これらを含めた防衛関係費の総額は、平成19（2007）年度は48,013億円、平成20（2008）
年度は47,796億円、平成21（2009）年度は47,741億円、平成22（2010）年度は47,903億円、平成23（2011）年度は47,752億円、平
成24（2012）年度は47,138億円、平成25（2013）年度は47,538億円、平成26（2014）年度は48,848億円、平成27（2015）年度は
49,801億円、平成28（2016）年度は50,541億円、平成29（2017）年度は51,251億円、平成30（2018）年度は51,911億円、令和元
（2019）年度は52,574億円、令和2（2020）年度は53,133億円、令和3（2021）年度は53,422億円になる。

（注2）令和3（2021）年度予算額には、内閣官房及びデジタル庁（仮称）に振り替える経費（187億円）を含む。

48,607
48,996

49,388

50,070

50,688

51,235

（注）　

機関別

陸上自衛隊
35.6％（18,264）

海上自衛隊
25.5％（13,088）

航空自衛隊
21.9％（11,237）

その他
16.9％（8,645）

使途別

人件・糧食費
42.8％

装備品等購入費
17.9％

基地対策経費
9.0％

その他 1.4％
研究開発費 2.2％
施設整備費

4.0％

維持費など
22.7％

経費別

一般物件費
19.4％（9,939）
［0.1％］  　　　

人件・糧食費
42.8％（21,919）
［2.3％］

歳出化経費
37.8％（19,377）
［0.2％］    　　　

1　（　）は、予算額、単位：億円
2　SACO関係経費（144億円）、米軍再編関係経費のう
ち地元負担軽減分（2,044億円）及び新たな政府専用
機導入に伴う経費（0.3億円）を含まない。

3　内閣官房及びデジタル庁（仮称）に振り替える経費（
187億円）を含む。

4　［　　］は、対前年度伸率（％）である。

0 50 100 200km

（※）2016年12月14日以降1隻態勢。

Potions Copyright©2016 GeoCatalog Inc.
Source：Esri, DigitalGlobe, Earthstar Geographics, CNES/Airbus DS, USDA, USGS, GeoEye, Getmapping, AeroGRID, IGP, UPR-EGP, and the GIS Community

護衛航路
（900～ 1,100km）

■　水上部隊（約200名／護衛艦1隻）海上保安官8名同乗
■　航空隊（約60名／
■　支援隊（約120名）

自国枠組み

CTF151

CTF151

ジブチ

イエメン

ソマリア

護衛航路等の上空から情報提供などを実施

【ゾーンディフェンス】（※）
特定の海域内での警戒監視活動

【エスコート】（※）
直接護衛による民間船舶の護衛

又
は

艦　　艇

（日本）
CTF151

（独、西）
EUNAVFOR

（日・中・印など）
自国枠組み

（注）参加国間のローテーションなどの関係で、派遣国は時期により異なる。

ゾーンディフェンスエスコート

（西・伊など）
EUNAVFOR

（日・韓・パなど）
CTF151

派遣海賊対処行動部隊 各国の活動状況
海賊対処行動の概要

ソマリア沖・アデン湾における
海賊等事案の発生状況

九州・南西地域における主要部隊新編状況
（2016年以降）（概念図）

過去15年間の防衛関係費（当初予算）の推移

11 12 13 14 15 16 17100908070605
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（年）
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（注）　資料は、国際商業会議所（ICC）国際海事局（IMB）のレポートによる。
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48
2222 5151

111111

218218
237

219

7575

ソマリア沖・アデン湾
の海賊件数
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防衛関係費（当初予算）の内訳（令和3（2021）年度）

令和2年度大量傷者受入訓練の様子（2020年9月）

感染症患者受入訓練の様子（2020年11月）

自衛隊による海賊対処のための活動
（イメージ）
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自衛官の定数と現員数の推移 現員 定数（人）

定数と現員数は各年度末の数値

 資料50   自衛官の定員及び現員並びに自衛官の定数と現員数の推移 （2021.3.31現在）

区分 陸上自衛隊 海上自衛隊 航空自衛隊 統合幕僚監部等 合計
定　　　　員 150,695 45,329 46,943 4,187 247,154
現　　　　員 141,443 43,419 43,830 3,817 232,509
充　足　率（％） 93.9 95.8 93.4 91.2 94.1

区分
非任期制自衛官 任期制自衛官

幹部 准尉 曹 士
定　　　　員 46,205 4,931 140,349 55,669
現　　　　員 43,039 （2,532） 4,712 （102） 139,809 （8,997） 24,197 （3,052） 20,752 （3,576）
充　足　率（％） 93.1 95.6 99.6 80.7

（注）  １ 現員の（　）は女子で内数　　２ 定員は予算定員

わが国周辺の安全保障環境

地対空ミサイル
S‐300V4
2020年、択捉・国後両島
に配備

ステレグシチー級フリ
ゲート
2020年、太平洋艦隊に配
属

【ロシア国防省】

【ロシア国防省】

500km

沖縄
宮古島

尖閣諸島
台湾

寧波

東京

日本海

青島

奄美大島

与那国島

※場所・航跡等はイメージ、推定含む

空母「遼寧」

凡例
海上戦力
航空戦力

H-6爆撃機 Su-30戦闘機シャン級潜水艦

わが国周辺で確認された中国海空軍（海上・航空自衛隊撮影）

紀伊半島沖までの爆撃機進出
（2017年8月）

沖縄・宮古島間を
通過しての頻繁
な太平洋進出

潜没潜水艦等の尖閣
諸島接続水域等航行
（2018年1月）

中国軍と推定される潜水艦が接続
水域内を潜没航行（2020年6月）

東シナ海及
び上空での
中国海空軍
の活動頻繁な日本海進出中露海軍共同演習

「海上協力2017」

中露海軍共同演習
「海上協力2019」

中露爆撃機が長距離共同飛行
（2019年7月：東シナ海～日本海）
（2020年12月：東シナ海～日本海
～太平洋）

太平洋での空母艦載
戦闘機（推定含む）の
飛行
（2018年4月）
（2020年4月）
（2021年4月）

わが国周辺海空域における
最近の中国軍の主な活動（イメージ）

❶将来（おおむね10年程度）の戦略や防衛力の目標を決める
しょうらい

国家安全保
ほしょう

障戦略  外交政
せいさく

策及
およ

び防衛政
せいさく

策を中心とした国家安全保
ほしょう

障の基本方
ほうしん

針

防衛計画の大
たいこう

綱  防衛力のあり方と保有すべき防衛力の水準を規定
▼

❷5年間の国の防衛に必要な金額や整備する主な装備品の内容を決める
そ う び ひ ん

中期防衛力整備計画  5年間で必要なお金の総額と主な装
そうびひん

備品の整備数量を示す
▼

❸毎年の国の防衛に関する予算を決める
年度予算  情勢を踏

ふ

まえて、各年度毎
ごと

に必要な経費を予算として計上

毎年の防衛関係費ができるまで
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